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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての家族等が

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が 1. 大いに増えている

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない
1. 毎日ある 1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

「グループホームとばた」は、12年ほど前に、ケアハウスや特養などと併設して建てられた複合型施設
で、広い敷地は一つの街を形成しているかのようで、緑も多く庭やカフェもある。母体は医療・福祉系
の学校を持っており、実習の受入や卒業生の採用などでの連携もある。区役所に隣接した利便性の
良い立地にあり、障害者地域活動センターや保育所もそばにある。開放的でゆとりのある施設で、職
員も日頃から入居者本人や家族の思いを大切にしたケアの実践を続けてきている。複合型施設であ
る事から、互いにアドバイスしたり、住み替えを提案したりすることができている。地域にすっかり根付
いており、信頼もある。今後もさらに活躍が期待される事業所である。

2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
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3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php?action_kouhyou_pref_search_keyword_search=true

評価機関名 株式会社アール・ツーエス

所在地 福岡県福岡市博多区元町１－６－１６　　TEL:092-589-5680　HP:http://www.r2s.co.jp

訪問調査日 令和元年8月19日

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】(Altｷｰ+enterで改行出来ます）

事業所番号 4090300049

法人名 社会福祉法人福音会

家庭的な雰囲気を大事にしながら、入居者の生活リズムを尊重し、規則正しい生活の中で柔軟な対応をする努力をしている。必
要に応じてリハビリ機器を用いた機能訓練を機能訓練指導員の指導のもとで行うことができる。入居者のストレスを溜めないため
に外出の機会を出来るだけ多く持ち、雨天時にも併設事業所を散策して気分転換を図ることができる。また、季節感を感じられる
ようなユニット内での装飾、季節の食材を使った料理等の工夫をおこなっている。毎週、訪問診療される嘱託医の検診を希望す
れば受けることもできる。夜間はオンコール体制であるが、２４時間看護サービスを提供できる。複合施設であることから多くの研
修機会や委員会等の参加が可能であり、介護職員のスキルアップで福祉サービスレベルの向上を図っている。ボランティアを多
く受け入れており、特養・ケアハウス・デイサービスに来られるボランティア活動のサービスを楽しむこともできる。有料サービスで
はあるが、出張理美容サービス、出張コンビニサービス、同じ建物にある喫茶コーナーでは多彩なメニューを楽しむこともできる。
地域との交流も重点的に進めていく。

事業所名 グループホームとばた

所在地 福岡県北九州市戸畑区千防一丁目１－６

自己評価作成日 令和元年8月2日 評価結果確定日 令和1年9月29日

株式会社アール・ツーエス

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php?action_kouhyou_pref_search_keyword_search=true


2019.9自己・外部評価表（グループホームとばた）

自己評価および外部評価結果

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

活動の報告や今後の予定などを話し、現状の理解を求
め、地域での今後の取り組み方などについて自由に意
見を言っていただき、意見をもとにサービスの向上に活
かせるようにしている。また、ご家族へ参加の案内を全
員にし、会議を通じご家族へサービスの実施状況、評
価への取り組みを報告している。不参加の方には、議
事録の掲示や面会時の説明で対応している。

地域包括支援センターの担当者や市のグ
ループホーム担当者の相談助言をいただく
こともあり、市の広報は行政からの情報収
集に欠かせない。介護保険に限らず、防災
対策でも相談指導をいただく関係を継続し
ている。

自立支援に向けて利用者の行動を制限す
るような拘束は行っていない。事故防止の
ための見守り以外にも個々の状態に合わ
せて日々相談しながらケアを行っており、拘
束をしないケアへの研修・指導もしている。

どうしても包括支援センターの日程が優先され
ており、出席者の顔ぶれが固定している。家族
は関心があり、出席はできなくても職員と話をす
ることで情報の共有はできているが、さらに充実
を図って、会議に加わっていただくための日程
調整、他の行事とのタイアップなどの工夫を、今
後検討してみても良いのではないか。

2ヶ月に1回の開催は軌道に乗っている。家族や入
居者の他、地域包括支援センター職員・民生委員
が出席する。入居者やサービスおよびヒヤリハット
事例などの状況を説明するにとどまらず、様々な
立場からの提案や意見を交換、情報を共有するこ
とで、サービスの向上につなげようと努めている。
議事録は掲示により公開、また欠席した家族には
通信に掲載する形で内容を伝えている。

区役所に隣接している事もあって、報告書類の提
出、困難事例の相談、入居申込に対する対応など
で、かかわりがある。法人内で解決できない困難
事例などに限って、事業所から相談や報告に出向
く事もある。地域包括支援センターともコミュニケー
ションをとって協力体制を築くように努めている。

身体拘束については、肉体的・精神的虐待やス
ピーチロックも含めて研修を通して学習し、また身
体拘束廃止委員会（法人）も組織されており、拘束
のない生活の実践に努めている。玄関は日中でき
る限り開放しているが、離設も見られ、補助場やセ
ンサーの設置、居室の掃き出し窓の鍵の工夫など
を行ってきている。職員のさりげない注意のもとで
穏やかに過ごす事ができている。

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

法人としての経営理念と基本方針があり、事業所
における地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えたものになっている。事業所独自の理念につい
ては、熟慮のうえ、あえて掲げない事にした、との
話がある。理念は、日常の支援全般にわたる基盤
になっており、各自の名札の裏に記載されている
他、施設内に掲示あり、ミーティングの際に振り返
るなどしており、職員にも十分浸透している。理念
を共有する事でケアの実践に繋げている。

事業所が開催する敬老会には地域の方も招き、ま
た地域や法人内の別事業所の主催する催し（祭り
等）には入居者も参加する。看護学生の実習（系
列に教育機関あり）、中学生の職場体験、ボラン
ティアなどの受入、障害者活動せンターや保育園
との交流も行われている。事業所は、地域の特性
を理解したうえで、地域とは良好なつきあいを繰り
広げている。

行事等を通して隣の保育園の子どもたちと
の交流の機会を多く持つようにしている。ま
た、障害者地域活動センターの方とも交流
があり、ご利用者とお話しさせていただいて
いる。

地域恒例の戸畑区福祉まつりに参加・協力
させて頂いている。

「利用者の尊厳を守り、選択によるサービス
の提供を行い、自立を支援すること、また、
地域福祉のネットワークの一員として福祉
のまちづくりに励む」という事業所独自の理
念を掲げて努力している。

1 (株)アール・ツーエス　



2019.9自己・外部評価表（グループホームとばた）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。また事業所で働く職員
についても、その能力を発揮して生き生きとして勤
務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証
されるよう配慮している

現在、直接の該当者はいないが、制度に関
するパンフレットや書籍等の資料を集め、成
年後見制度や日常生活自立支援事業につ
いて職員及び家族への周知を図っている。

パンフレットまたは事前の見学にてグループホームに
ついて理解してもらい、契約に際しては、重要事項説明
書や契約書のポイントをよく説明し、入居者や家族の
方に十分納得頂くようにしている。また、不安や疑問点
については契約後においても納得のいく対応を心掛け
ている。解約の場合の対応も同様である。

虐待防止および身体拘束廃止については
委員会を毎月開催。研修機会は定期的に
設ける。日頃から職員間で気付いた事は声
をかけあって虐待および身体拘束を行わな
いケアに徹している。

入居者・家族の方のご意見は苦情も含め、直接
口頭・電話・意見箱を含め、常に承っている。苦
情については第三者委員も含めた苦情委員会を
設け改善に取り組んでいる。苦情内容の確認を
し、取り組みの結果については意見を述べられ
た方に報告し、解決策も含め1ヶ月間グループ
ホーム玄関に掲示している。また、食事等の内
容についてのアンケートも定期的に行っている。

職員の介護経験年数や資格に応じて賃金
に反映している。また、本人の能力が活か
せるよう研修や教育活動を行っている。

職員の募集・採用にあたっては性別では除
外しないよう対応している。また常勤職員は
60歳定年、パート職員は65歳定年と就業規
則で定めているのでその範囲内の年齢であ
れば採用対象としている。また働く職員につ
いてもその能力に応じた適材適所の人員配
置、養成研修を心がけている。

随時職員の意見は聞く体制でおり、実施し
たい行事等についても職員の企画を含め
決済により実施される仕組みで職員の意見
が反映されるようにしている。

30～70歳代の職員が、それぞれの資質や能力を
発揮して活躍している。男性職員もおり、、職員の
層が厚い事で、入居者が安心してコミュニケーショ
ンができ、不穏にさせない事に繋がっていると自負
している。職員の休憩時間・休憩場所の確保、研
修会や勉強会への参加や資格取得にも理解があ
る中で、職員はメリハリのある勤務ができている。

現在は制度利用者はいない（過去にはあり）が、
ホームにパンフレットは常備しており、また研修を
通して職員の理解もある。今後必要が生じた際に
適切な説明や対応ができるような体制は整えてい
る。

意見箱は設置（投函はない）している。家族会はな
いが、家族の訪問・面会は多く、その都度家族同
士で互いに話をしている場面もある。最近は救急
搬送についての苦情も直接家族より上がっており、
家族側が問題点を指摘できないような雰囲気では
ない、と自負している。写真付きの個別の通信を
2ヶ月ごとに郵送して喜ばれている。職員は本人や
家族の思い、希望を日頃から会話の機会を設け、
積極的に聞いて、それを実現しようと努めている。

全体会議、ユニット会議、カンファレンスなどの定
期開催時にこだわらず、入居者本位の取り組みに
繋がるだろうと思われる事は、タイムリーに改善に
つなげている。幹部職員への話もしやすい雰囲
気、環境にあり、また提案された側も結論に時間を
かけないようにしている。管理者との個別面談も随
時なされている。

2 (株)アール・ツーエス　



2019.9自己・外部評価表（グループホームとばた）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

14 （10） ○人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

入居までに利用者が今までの生活とのギャップを感じ
ないようにするため、ホームへ見学に来て頂き、場の雰
囲気に慣れるよう声かけを行っている。また、入居当初
も状態が落ち着くよう、出来る限り利用者の要望を聞く
努力をしている。

可能な方には、生活リハビリとして自室や廊下の掃除
機かけや洗濯物を畳む等の作業をしていただいてい
る。リビングや各居室でもコミュニケーションを図り笑い
がある。園芸や料理等生活の中でスタッフがわからな
いことを聞いたりして学ぶこともある。

相談受付時や申込時のグループホームで
のサービスが本人にとって好ましいか現状
の把握に努め、必要に応じて他のサービス
利用の検討を本人、家族等へ提案し、他の
サービス利用時にも支援している。

施設開設時には同業事業所の代表者に認知症高齢者
の尊厳を大事にすることについて事例を交え講義して
いただいた。また、地域の同業者の施設２か所を訪問
し、日常的な課題について先輩施設の方法や意見をい
ただき、利用者のサービス向上に役立てている。

利用者に対する事前面接で、生活上の課
題を把握し、施設での生活に不安を抱くこと
が少なくなるよう必要な聞きとりを行ってい
る。また、話しやすい雰囲気作りに取り組ん
でいる。

ご家族には入居により利用できるサービス
内容をしっかりと説明し、施設見学も含め、
納得をされた上で利用者の入居をしていた
だくようにしている。また、入居に至ってから
も、相談にのっていく努力をしている。

法人内では各施設共通で新任研修や各種
研修を頻繁に実施している。必要に応じ外
部の研修には参加する機会を設けるなど研
修受講機会の確保に努めている。

職員は採用時に利用者に対する人権尊重
の研修を行っている。また、倫理綱領により
人権を尊重する具体的な働く姿勢の確認が
できるよう、定期的に職業倫理について研
修を行っている。

一人一人の尊厳について、法人でDVDを活用した
研修に全員参加している他、外部での人権学習に
参加した職員が事業所内にて他職員に対して
フィードバッグも行っている。重要なテーマとして位
置づけて認識を深めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

一人ひとりの一日の過ごし方の特徴や心身
の状態、特技などを把握し、より良い生活
支援ができるようにしている。

利用者や家族の方の意見・要望は可能な
限り取いれ、複数のスタッフとカンファレンス
を随時行い、介護の方向性を話合い介護
計画に反映している。

スタッフが利用者の意向を聞く努力を継続
し、3ヶ月ごとのモニタリングと6ヶ月ごとの見
直しをケアプランに反映して利用者の希望
に沿った援助計画を立てている。

事前面接や入居に至ってからも家族や利
用者から可能な限り日常の会話等の中でこ
れまでの生活情報を聞き出すように努力
し、介護サービスに生かせるようにしてい
る。

昔からの友人の面会や利用者のなじみの
場所への外出など帰宅願望が生じることも
考慮しながらも、利用者や家族に負担が重
くならない範囲で関係継続を支援している。

普段から一緒に外出したり、共同でちぎり
絵などのアクティビティやレクリエーションを
したり、手分けして食事の準備をするなどし
て利用者同士が関わりあい支えあえる関係
を築けるようにしている。

退居者はまだいないが、退去時には相談の
必要性があればいつでも対応できることを
家族へお伝えし、認識していただくつもりで
ある。

担当制により把握した入居者の情報を、カンファレ
ンスにより全職員が共有する。そのための毎月の
目標実施チェック表がある。3ヶ月に1回モニタリン
グを行い6ヶ月ごとにプランの見直しをする。状態
の変化があれば、いつでも介護の方向性を含め、
プランの検討ができる。全てパソコン上で管理、情
報は即座に確認ができる状態になっている。

本人の意向の聞き取りを積極的に行うが、難しい
方には家族にも確認、これまでの経歴からの掘り
起こしなどにより、要望に沿える支援を行い、外出
や外食などの個別の支援を計画し実行している。
法人全体で独自の様式を使用しており、個々の
ペースでの生活の把握に役立っている。

生活をしていた自宅に家族と一緒に一時帰宅や外
泊をしたり、知人宅などに家族に連れ出してもらう
こともある。知人との交流を継続する支援を行って
いる。家族と、なじみの美容室に行く方もいる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

職員に看護師を配置している。また、24時
間体制で対応できるよう法人全体で看護体
制を整えている。

利用者の入院中に職員と家族が面会し、利
用者が状況の変化に動揺しないで安心して
過ごせるよう配慮している。また、退院に際
しては、職員が医師、ＭＳＷおよび家族と相
談し、早期退院へ向けた連絡、調整を行っ
ている。

運営推進会議への参加や行事へのボラン
ティア要請、消防訓練などで地域の方々に
協力していただいている。

施設の近くにある協力医療機関以外にも
個々に必要な医療機関へ受診していただ
いている。また、かかりつけ医には状況を把
握していただけるよう情報を提供している。

個別記録、診療記録、連絡ノート等でスタッ
フ間の情報を共有して介護計画の見直しと
その実践に生かす。

特養、ケアハウス、ショートステイ、デイサービス等の施
設があり、共通で対応できるボランティア活動のサービ
ス、リハビリ機器の使用、定期診療、２４時間看護体制
などのサービスを提供している。出来るだけ施設内で
の制限は少なくし、自己決定を重視している。

協力医との連絡を取り合い、終末期のケア
について医療・看護・介護・栄養・相談の各
担当者チームによる施設独自の体制をつく
り、出来る限り家族の意向に沿うケアになる
よう取り組んでいる。

入居前からのかかりつけ医の定期受診には家族
が同行（難しい場合には介護サービスを利用）す
る。ホームと同じ敷地内にある事業所の提携医で
あれば訪問診療が可能になる。いずれの場合も、
家族や職員と情報は逐次共有している。家族との
連絡は密になされており、安心につながっている。

入居時に将来の看取りに関しての意思確認を行っ
ている。事業所としては希望があれば取り組むも
のだが、これまで重度化の場合には系列特養など
への住み替えを提案するなどしており、実際に看
取りに至った事例はない。現在、グループホームに
常勤看護師を配置、医療対応を通して、家族の求
めるケアの実践に取り組んでいる。研修も行われ
ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

職員は採用時に必ず救命講習を実施して
いる。また、緊急時マニュアルを作成し職員
全員が対応できるよう研修・指導している。

利用者本人の希望通りにしていただいてい
る。当施設で希望する方には出張理美容を
利用していただいている。

買い物、調理、盛り付け、片付けなど得意
な残存機能を活かて協力する利用者の働
きは一体感を生むうえでも大切だと考えて
いる。お互い助け合いながら、いつも楽しく
なる食事となるよう支援している。

様々な場面で選択可能なサービスメニュー
を提供しているが、意思表示が困難な利用
者には、外出や散歩など選択しやすい場面
を設け、利用者に意思決定していただき、
より良く生活できるようにしている。

勤務時間という制約はあるが、出来る限り
一人ひとりの生活リズムを大切にしていた
だくとともに、規則正しく過ごしていただくよ
うに努力している。

消防署の協力により消防訓練や昼夜間の
避難訓練を実施している。緊急時には、法
人の同じ建物内にある特養、ケアハウス、
デイサービス等の他の事業所の協力も得る
ことができる。また、隣接する北九州市障害
者地域活動センターとの協力関係も結んで
おり協力を依頼できる。

利用者の尊厳を大切にした言葉かけや対
応に努め、不適切な点はスタッフ同士でも
注意するようにしている。記録等はスタッフ
ルーム内のパソコンで管理し、重要な情報
はパスワードが必要で外部から閲覧できな
いようにしている。また、定期的に個人情報
保護についての研修を行っている。

通常は、米飯以外の食事は全て法人の厨房で調
理されている。毎週月曜の夕食のみ入居者からの
希望をもとに、ユニット独自の献立を作って調理を
する。簡単な調理・盛り付け・後片付けを手伝う方
もいる。おやつは、ユニットごとに準備し、近所への
カフェに行ったり外食をしたりすることもある。楽し
い食事のひとときを過ごす。

環境を含めた地域的な制約や、これまでの経緯
も考慮しなければならないが、状況を良く知って
もらう意味でも、地域住民の方や近隣のご家族
への案内、参加の呼びかけをしたらいかがだろ
うか。

年2回、法人全体で、夜間想定も含め、訓練を実施
している。全職員は緊急時対応マニュアルに基づ
き、様々な災害（不審者の侵入などを含めて）に対
する理解を共有している。なお施設は鉄筋コンク
リートの丈夫な造りで、火災にも強く地域の方の避
難場所としても提供している。施設全体で全員の3
日分の備蓄物も確保しており、期日管理も適切に
行われている。

トイレは各居室に設置されていて、羞恥心への配
慮がなされている。入浴は同性介助の希望を大事
にしている。写真利用（掲示・ホームページなど）に
ついては同意を得ている。入居者の情報はパソコ
ン上で管理、個別のパスワードが登録されている。
入居者に対しては、その人らしさを大事にした声掛
けを行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

服薬状況は専用のボックスにて仕分けし、
一括管理できるようにしている。また、職員
はくすり手帳で薬の内容を把握し、服薬支
援時は職員が薬包紙の患者名投薬日時の
確認を行い、誤薬の無いようにしている。

生活歴や日頃の状況から興味・関心分野を
把握し、一人ひとりに合った作業等を提供
する努力をしている。歌を歌ったり、カード
ゲームをしたり、時間の許す限り気晴らしの
ための支援もしている。

浴槽は個浴であり、一人ひとりがゆったりと
入浴を楽しめるように配慮している。また、
入浴パターンがある程度決まっており、そ
の中で声掛けしながら調整している。

規則正しい生活を基本とし、レクリエーショ
ンや散歩なども強制せず、利用者の生活リ
ズムを把握しそれに合わせて安眠や休息
の支援をしている。

一人一人の排泄パターンを把握し適切な排
泄援助を行っている。また、失敗時にはすぐ
に対応できよう職員は気配り・目配りを行っ
ている。

毎朝身体を動かす機会を提供し、個々の希
望に沿った果物や野菜ジュースを提供して
いる。食事やおやつにも排便につながるよ
うな配慮をおこない、水分摂取の少ない方
には職員が積極的な声かけをしている。

献立から調理まで管理栄養士の指導下、栄養バランス
が取れ、摂食形態に合った食事の提供がなされてい
る。食事摂取量は毎回パソコンの記録にて変化を早期
発見できるようにしており、水分に関しても補水量を
チェックしている。

援助が必要な方には、毎晩義歯を預かり、
義歯洗浄をおこない、歯磨き援助を行い、
口腔内の清潔保持に努めている。必要時に
は訪問歯科を利用できるようにしている。

各居室内にトイレが設置されており、自分のペース
での排泄ができる。職員はパソコンを使って排泄パ
ターンを把握しており、自立排泄を促しながら、声
掛けや介助を行っている。職員は不衛生にならな
いように注意している。紙パンツから下着への改善
も見られる。

個室で広めの浴室に三方向を空けた形で設置、洗
い場も広く介助しやすい。基本的には週2回だが、
希望があればそれ以外の対応も可。一人ごとに湯
は入れ替える。拒否のある方にはタイミングを見計
らって声をかけなおす。季節湯を工夫するなど、入
浴を楽しくする配慮も見られる。

7 (株)アール・ツーエス　



2019.9自己・外部評価表（グループホームとばた）

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自己評価 外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

廊下・トイレには手すりを設置している。ま
た、移動の動線上に危険と思われるものは
設置しないように努めている。居室にはトイ
レと洗面所がありできるだけ自立した生活
が送れるようにしている。

リビングでのテーブルが基本になるが、他
にソファを設置し、仲の良い利用者同士が
好きなところで過ごしていただけるような座
席配置等の配慮をしている。

生活感が感じ取れる環境作りになるよう努
めている。個室内のレイアウトや私物の持
ち込みは基本的には自由である。今まで馴
染みのある物品を持ち込んでいただくよう
にしている。

基本的には金銭管理は施設で行っている。
管理可能な方や精神的な落ち着きのため
に所持していただくこともある。買い物に出
かけた時も支払いを本人にしていただくこと
もある。

電話は、施設の公衆電話利用の付添い、
かかってきた電話の取り次ぎ、携帯電話所
持の自由さなど可能な限り自己選択を支援
している。また、手紙の代筆やポストへの投
函の代行も行っている。

リビングのカーテンやいすなども含め、生活
感が感じ取れる環境作りに努めている。ま
た、リビングから庭が見えるので、季節感の
ある植物などを植え季節を感じていただけ
るようにしている。また、リビングにて提供す
る食事にも季節感をとりいれ、居心地のよ
い空間作りを工夫している。

希望のある方や職員からの声かけで、散
歩・買い物・外気浴などの外出を出来る限り
実施している。また、雨天の際でも、広範囲
な施設内での散策で、他の事業所の利用
者との交流や変化に富んだ外の景色などを
楽しむこともできる。

フローリング調で統一された床には落ち着いた雰
囲気がある。入居者の写真や習字などの作品は
過度にならないようにスペースを限定して掲示され
ている。ダイニングテーブルは大中あり入居者間
の関係を見ながら配置を工夫している。リビングか
らはベランダが見え、季節感のある植物が栽培さ
れている。臭いや音、温度にも職員は絶えず注意
をしている。

居室は広く（8畳程度）、トイレ・洗面所が各部屋に
ある。部屋には大きな掃き出し窓があり、開放感が
あって室内も明るい。電動介護ベッドが備え付けら
れているが、布団での対応も可。仏壇・テレビ・ソ
ファ・立ち上がり補助具など、使い慣れた物をそれ
ぞれ自由に持ち込んでいて、居心地の良さを感じ
させる。

レストラン・祭り・神社・カラオケBOXなどへ、法人全
体で所有している車を利用して、数人で行くことは
あるが、買物など個別対応が多い。外出の機会を
多く設け、希望を考慮して積極的に行っている。雨
天時には施設内を散策、隣接する保育園の様子を
窓外から眺めることができる。

8 (株)アール・ツーエス　


